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１　予 算 総 括 表 （税込）

（軌道整備事業会計） （単位 : 千円）

５年度予算(C) ４年度予算(D)

637,000 756,000 △ 119,000 1,623,000 1,641,000 △ 18,000 △ 986,000 △ 885,000 △ 101,000

622,000 744,000 △ 122,000 176,000 198,000 △ 22,000

15,000 12,000  3,000 573,000 586,000 △ 13,000

 874,000 857,000  17,000

764,000 793,000 △ 29,000 24,000 20,000  4,000  740,000  773,000 △ 33,000

 5,000 5,000  0 △ 5,000 △ 5,000  0

1,401,000 1,549,000 △ 148,000 1,652,000 1,666,000 △ 14,000 △ 251,000 △ 117,000 △ 134,000

0 0  0 0 0  0  0  0  0

1,549,000 △ 148,000 計 1,652,000 1,666,000 △ 14,000 △ 251,000 △ 117,000 △ 134,000

652,000 1,101,605 △ 449,605 1,521,000 2,353,405 △ 832,405

0 24,000 △ 24,000 215,000 218,000 △ 3,000 △ 308,000 △ 211,000

0 17,000 △ 17,000 10,000 10,000  0

866,000 1,176,000 △ 310,000  

2,318,605 △ 800,605 1,746,000 2,581,405 △ 835,405 △ 228,000 △ 262,800  34,800

289,000  244,441  44,559  289,000  244,441  44,559

3,208,000 4,112,046 △ 904,046 3,398,000 4,247,405 △ 849,405 △ 190,000 △ 135,359 △ 54,641

△ 161,640 △ 26,281 △ 135,359  △ 161,640 △ 26,281 △ 135,359

3,046,360 4,085,765 △ 1,039,405 3,398,000 4,247,405 △ 849,405 △ 351,640 △ 161,640 △ 190,000

815,000 615,000  200,000  815,000  615,000  200,000

3,861,360 4,700,765 △ 839,405 3,398,000 4,247,405 △ 849,405  463,360  453,360  10,000

４年度予算(B) 差引増減(A)-(B) 項 目 差引増減(C)-(D)
５年度予算
(A)-(C)=(E)

４年度予算
(B)-(D)=(F)

差引増減(E)-(F)

当

年

度

収

入

及

び

支

出

収

益

的

収

支

経

常

収

支

営 業 収 益 営 業 費 用

施 設 使 用 料 収 入 人 件 費

区 分
収 入 支 出 収 支 差 引

項 目 ５年度予算(A)

そ の 他 経 費

減 価 償 却 費

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

小 計 小　　　　　計

特 別 利 益 特 別 損 失

負 担 金

計 1,401,000

資

本

的

収

支

企 業 債 建 設 改 良 費

国 庫 補 助 金 企 業 債 償 還 金

計 1,518,000 計

△ 97,000

他 会 計 補 助 金 予 備 費

当 年 度 分 損 益 勘 定留 保資 金等

合 計 合　　　　　計

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

総 計 総　　　　　計

(参考)一般会計からの長期借入金残高

再 計 再　　　　　計

※　４年度予算は現計予算である。
※　５年度予算の一般会計からの長期借入額（新規分）は、新型コロナウイルス感染症による軌道運送事業の減収に伴う施設使用料収入の減免額204,000千円（税抜）から、
　　４年度の借入超過見込額4,000千円を減じた200,000千円である。
　　なお、４年度予算の長期借入額（新規分）は０であり、これは、４年度の減免見込額187,000千円に対し、３年度の借入が191,000千円超過しているためである。
※　５年度予算の一般会計からの長期借入金残高は、３年度の長期借入額615,000千円に５年度予算の長期借入額（新規分）200,000千円を加えたものである。
※　５年度予算の当年度分損益勘定留保資金等は減価償却費874,000千円と固定資産除却費47,000千円、長期前受金戻入△638,000千円、
　　引当金計上及び取崩額等の資金調整額6,000千円を加えたものである。

収支差引（税抜）＝当年度純損失

1 2 3

5 6 7

8

4

路面電車
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㊤ 軌道運送事業 ㊤ 軌道運送事業 ＋ ㊦ 軌道整備事業
※交通局予算 ※(一財)札幌市交通事業振興公社予算

（単位：千円） （単位：千円） （単位：千円）

５年度 ５年度 ４年度 ５年度 差引増減
予 算 予 算 現計予算 (A) 当初予算 (B) (B)-(A)
622,000 1,357,000 1,364,000 1,357,000 △ 7,000
15,000 55,178 51,117 55,178 4,061

637,000 1,412,178 12,000 15,000 3,000
176,000 545,714 1,427,117 1,427,178 61
573,000 677,308 721,921 721,714 △ 207
490,722 622,000 756,216 759,586 3,370
82,278 1,845,022 857,000 874,000 17,000

874,000 490,722 2,335,137 2,355,300 20,163
1,623,000 20,138 803,461 784,138 △ 19,323

764,000 510,860 64,114 76,437 12,323
24,000 52,437 5,000 5,000 0
5,000 0 0 0 0

△ 251,000 25,579 0 0 0
0 0 25 0 △ 25
0 36,715 33,935 36,715 2,780

△ 251,000 △ 36,715 0 0 0
652,000 0 2,230,603 2,211,316 △ 19,287
866,000 △ 11,136 2,438,186 2,473,452 35,266

1,518,000 △ 157,877 △ 207,583 △ 262,136 △ 54,553
1,521,000 △ 169,013 1,101,605 652,000 △ 449,605

215,000 24,000 0 △ 24,000
10,000 17,000 0 △ 17,000

1,746,000 1,176,000 866,000 △ 310,000
△ 228,000 2,318,605 1,518,000 △ 800,605

289,000 2,353,405 1,521,000 △ 832,405
△ 161,640 218,000 215,000 △ 3,000
△ 351,640 10,000 10,000 0

2,581,405 1,746,000 △ 835,405
△ 262,800 △ 228,000 34,800

463,360 244,441 289,000 44,559
△ 93,575 △ 319,517 △ 225,942

△ 319,517 △ 520,653 △ 201,136

295,483 294,347 △ 1,136

総 計 当年度分損益勘定留保資金等
過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

総 計
※施設使用料と維持管理費は、相殺している。
※４年度予算は現計予算である。

(参考)一般会計からの長期借入金
残 高 615,000 815,000 200,000

合 計

資 本 的 収 支 差 引 計
当年度分損益勘定留保資金等

支

出

建 設 改 良 費
過 年 度 分 内 部 留 保 資 金 企 業 債 償 還 金

合 計 予 備 費

(参考)一般会計からの長期借入金
残 高 815,000

計
資 本 的 収 支 差 引

資

本

的

収

支

収

入

企 業 債 諸 税 収 益 的 収 入
負 担 金 収 益 的 収 支 差 引 収 益 的 支 出

計 過年度分内部留保資金 収 益 的 収 支 差 引

支

出

建 設 改 良 費 合 計
資

本

的

収

支

収

入

企 業 債
企 業 債 償 還 金 国 庫 補 助 金
予 備 費 他 会 計 補 助 金

計 負 担 金

特 別 利 益 管
理
費

収 益 配 賦 分 管
理
費

収 益 配 賦 分
特 別 損 失 費 用 配 賦 分 費 用 配 賦 分
収 益 的 収 支 差 引 差 引 諸 税

予　　　　備　　　　費 予　　　備　　　費 特 別 利 益
差 引 差 引 特 別 損 失

営
業
外

収 入
営
業
外

収 入 計 支 出
支 出 支 出 予　　　　備　　　　費

計 そ の 他

そ の 他 計 減 価 償 却 費
減 価 償 却 費 営

業

外

収

入

維 持 管 理 費 等 計
計 そ の 他

支

出

人 件 費 計
経 費 経 費

支

出

人 件 費
維 持 管 理 費 等 施 設 使 用 料 経 費

２  （参考）予 算 総 括 表 （上下合算）

㊦ 軌道整備事業

項　　　　　目 項　　　　　目 項　　　　　目

経

常

収

支

営

業

収

入

施 設 使 用 料 収 入

経

常

収

支

営

業

そ の 他
計

支

出

人 件 費

収

入

乗 車 料 収 入

経

常

収

支

営

業

収

入

乗 車 料 収 入
広 告 料 収 入 広 告 料 収 入

(※)

(※)

(※)

(※)

1
2
3

4

路面電車
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３  （参考）業 務 量 

（軌道整備事業会計）

４ 年 度 予 算 ５ 年 度 予 算

Ａ Ｂ

km km km

8.9 8.9 0.0 0.0

両 両 両

36 36 0 0.0

千km 千km 千km

902 899 △ 3 △ 0.3

人 人 人

7,976,000 7,828,000 △ 148,000 △ 1.9
(7,697,000) (131,000) (1.7)

人 人 人

21,853 21,389 △ 464 △ 2.1
(21,088) (301) (1.4)

千円 千円 千円

1,364,000 1,357,000 △ 7,000 △ 0.5
(1,311,000) (46,000) (3.5)

(※) 「路面電車無料デーを除く」とは、路面電車無料デー該当日を通常の日と同程度の乗車料収入があったとの仮定に基づく推計である。

走 行 キ ロ 数

輸

送

人

員

年 間

一 日 平 均

乗 車 料

( 路 面 電 車 無 料 デ ー を 除 く ）

( 路 面 電 車 無 料 デ ー を 除 く ）

( 路 面 電 車 無 料 デ ー を 除 く ）

車 両 数

区 分

比 較

増　　減　　△
Ｂ－Ａ＝Ｃ

増　減　率　(％)
Ｃ／Ａ

営 業 キ ロ 数

路面電車

3頁



４　主 要 事 業 

（軌道整備事業会計）

５年度 ４年度(※1)

予　算 (A) 予　算 (B)

652,000 1,101,605 △ 449,605

（ ※2 ） (658,000) (1,095,605) (△437,605)

0 24,000 △ 24,000

（ ※2 ） (1,000) (23,000) (△22,000)

0 17,000 △ 17,000

866,000 1,176,000 △ 310,000

3,000 34,800 △ 31,800

(※1) ４年度予算は、R5年1定補正7百万円を含む（国の補正予算に伴う）

(※2) R5年1定補正予算からの繰越額を含めた金額

（単位：千円）

項 目
差　　引

事　　業　　の　　主　　な　　内　　容
(A)－(B)

そ の 他

（ ※2 ） (1,528,000) (2,346,405) (△818,405)

同

上

財

源

内

訳

企 業 債

国 庫
補 助 金

一 般 会 計
補 助 金

負 担 金

建設改良事業 1,521,000 2,353,405 △ 832,405

＜軌道更新・街路拡幅関連事業等＞ R5年：385百万円

○軌道更新事業・・・・・・・・・・・・・・R5年： 98百万円

○街路拡幅に伴う電気設備工事・・・・・・・R5年： 33百万円

○街路拡幅に伴う軌道改良・・・・・・・・・R5年：209百万円

○その他・・・・・・・・・・・・・・・・・R5年： 45百万円

＜車両関係＞ R5年：136百万円（R5年1定補正からの繰越：7百万円）

○低床車両製造・・・・・・・・・・・・・・・・・R5年：101百万円

○砂まき装置改修・・・・・・・・・・・・・・・・R5年： 14百万円

○路面電車8500形車両主電動機及び駆動装置・・・・R5年： 19百万円

○車両整備用器具備品購入・・・・・・・・・・・・R5年： 2百万円

○3300形行先表示器改修・・・・・・・・・・・・・R5年： 0円

（R5年1定補正からの繰越：7百万円）

＜車両基地改良・電力設備増強関連事業＞ R5年：1,000百万円

○電車事業所改良建築工事・・・・・・R5年：745百万円

○新山鼻変電所受変電設備更新工事・・R5年：250百万円

○業務用無線更新・・・・・・・・・・R5年： 5百万円

路面電車
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軌道整備事業会計

４　主 要 事 業（イメージ図）

【改修内容】
車庫の拡張、耐震化のため、車庫・工場棟の建て替えを行うとともに、事務所棟も合築し

一体整備する。

【令和５年度の主な実施内容】
〇工場・事務所棟新築

〇軌道及びピット（車両点検場所）の整備

【電車事業所改良建築工事】 【新山鼻変電所受変電設備更新工事】
【更新内容】
ループ化及び低床車両導入等に伴い、不足する電源を確保するために、

新山鼻変電所の移設及び設備更新等を行う。（Ｒ５年７月より供用開始予定）

【令和５年度の主な実施内容】
○新設設備への切替試験

○既設変電所の機器撤去

路面電車
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５  過去５年間の傾向

〔23年度決算(高速)〕

593

 ※　４年度予算は現計予算である。
 ※　表中の数字は、各係数ごとの四捨五入で表示している。
 ※　「無料デーを除く」とは、路面電車無料デー該当日を通常の日と同程度の乗車料収入があったとの仮定に基づく推計である。

(3) 企業債（借入額・償還額・残高）

(1) (参考）１日平均乗車人員及び年間乗車料収入(税込） (2) 経常収支（税抜）

295

132

481

1,102

652

153 166 185 218 215

2,547 2,513
2,809

3,693
4,130

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

借入額

償還額

残高

借入額・償還額(百万円)

▲ 67

▲ 138

▲ 296

▲ 211

▲ 308

▲ 400

▲ 200

0

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

(百万円)

284 

236 

589 

453 463

615 615

815

0

200

400

600

800

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

累積資金過不足額

長期借入金残高

(4) 資金の状況

1,404

1,051
1,138

1,364 1,357
1,311

21.9

23.4

17.3

18.6

21.1

21.4

15.0

17.0

19.0

21.0

23.0

25.0

27.0

29.0

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

年間乗車料収入
年間乗車料収入（無料デー除く）
１日平均乗車人員
１日平均乗車人員（無料デー除く）

乗車料収入(百万円) 人員(千人)

（百万円）

軌道運送事業者予算

残高(百万円)

路面電車
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１　予 算 総 括 表 （税込）

（高速電車事業会計） （単位 : 千円）

５年度予算(A) ４年度予算(B) ５年度予算(C) ４年度予算(D)

42,228,000 40,128,000  2,100,000 38,551,000 37,915,792  635,208  3,677,000  2,212,208  1,464,792

39,377,000 37,382,000  1,995,000 4,747,000 5,032,000 △ 285,000

1,096,000 1,082,000  14,000 19,032,000 18,001,792  1,030,208

1,755,000 1,664,000  91,000 14,772,000 14,882,000 △ 110,000

6,872,000 5,726,000  1,146,000 4,025,000 3,603,000  422,000  2,847,000  2,123,000  724,000

 40,000 40,000  0 △ 40,000 △ 40,000  0

49,100,000 45,854,000  3,246,000 42,616,000 41,558,792  1,057,208  6,484,000  4,295,208  2,188,792

0 0  0 279,000 193,000  86,000 △ 279,000 △ 193,000 △ 86,000

49,100,000 45,854,000  3,246,000 計 42,895,000 41,751,792  1,143,208  6,205,000  4,102,208  2,102,792

10,680,000 15,431,000 △ 4,751,000 12,252,000 18,293,306 △ 6,041,306

217,000 1,841,000 △ 1,624,000 18,626,000 18,817,000 △ 191,000
5,139,000 2,625,208

1,295,000 2,021,000 △ 726,000 20,000 20,000  0

114,944 703,500 △ 588,556

644,556 1,145,000 △ 500,444

2,500 2,500  0

12,737,000 19,303,000 △ 6,566,000 30,898,000 37,130,306 △ 6,232,306 △ 18,161,000 △ 17,827,306 △ 333,694

11,956,000 11,616,096  339,904  11,956,000  11,616,096  339,904

73,793,000 76,773,096 △ 2,980,096 73,793,000 78,882,098 △ 5,089,098  0 △ 2,109,002  2,109,002

0 2,109,002 △ 2,109,002  0  2,109,002 △ 2,109,002

73,793,000 78,882,098 △ 5,089,098 73,793,000 78,882,098 △ 5,089,098 0  0  0

※　４年度予算は現計予算である。
※　５年度予算の当年度損益勘定留保資金等は、減価償却費14,772,000千円、固定資産除却費439,000千円、長期前受金戻入△3,764,000千円、
　　引当金計上額及び取崩額等の資金調整額509,000千円を加えたものである。
※　５年度予算の地方財政法上の資金不足額は、総計0円から特別減収対策企業債残高19,488,000千円を差し引いた額19,488,000千円である。

総 計 総 計

当 年 度 分 損 益 勘 定
留 保 資 金 等

合 計 合 計

過 年 度 分 内 部 留 保 資 金

当

年

度

収

入

及

び

支

出

収

益

的

収

入

及

び

支

出

資

本

的

収

入

及

び

支

出

企 業 債 建 設 改 良 費

他 会 計 補 助 金

2,513,792

出 資 金 予 備 費

国 庫 補 助 金

う ち 特 別 減 収
対 策 企 業 債

企 業 債 償 還 金

投 資

計 計

小 計 小　　　　　計

特 別 利 益 特 別 損 失

計

収 支 差 引

項 目 差引増減(A)-(B) 項 目 差引増減(C)-(D)
５年度予算
(A)-(C)=(E)

４年度予算
(B)-(D)=(F)

差引増減(E)-(F)
区　分

収 入 支 出

経

常

収

支

営 業 収 益 営 業 費 用

乗 車 料 収 入 人 件 費

広 告 料 収 入 経 費

そ の 他 減 価 償 却 費

営 業 外 収 益 営 業 外 費 用

予 備 費

収支差引（税抜）＝当年度純利益

⑧

1 2 3

4

5 6 7

8

収支差引（税抜）＝当年度純利益

⑧

1 2 3

4

5 6 7

8

地 下 鉄
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２  業 務 量

(高速電車事業会計)

４ 年 度 予 算 ５ 年 度 予 算

Ａ Ｂ

km km km

48.0 48.0 0.0 0.0

両 両 両

368 368 0 0.0

千km 千km 千km

33,635 33,801 166 0.5

人 人 人

197,087,000 202,710,000 5,623,000 2.9

人 人 人

540,000 554,000 14,000 2.6

千円 千円 千円

37,382,000 39,377,000 1,995,000 5.3

走 行 キ ロ 数

年 間

増　減　率　(％)
Ｃ／Ａ

一 日 平 均

乗 車 料

輸

送

人

員

比 較

営 業 キ ロ 数

車 両 数

区 分 増　　減　　△
Ｂ－Ａ＝Ｃ

地 下 鉄
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３　主 要 事 業 

（高速電車事業会計） （単位：千円）

５年度 ４年度(※
1
)

予　算 (A) 予　算 (B)

12,252,000 18,293,306 △6,041,306

(14,692,000) (15,853,306)

9,476,000 13,182,000 △3,706,000

（ ※
2

） (10,283,000) (12,375,000)

1,295,000 2,021,000 △ 726,000

（ ※
2

） (1,783,000) (1,533,000)

114,944 703,500 △ 588,556

（ ※
2

） (717,944) (100,500)

55,556 557,000 △ 501,444

（ ※
2

） (597,556) (15,000)

1,310,500 1,829,806 △ 519,306

（ ※ ） (1,312,500) (1,829,806)

（※1）４年度予算は５年１定補正408百万円を含む（国の補正予算に伴う）

（※2）Ｒ４からの繰越額を４年度予算から除き、５年度予算に計上。

建 設 改 良 事 業

同

上

財

源

内

訳

（ ※
2

） (△ 1,161,306)

企 業 債

(△ 2,092,000)

一 般 会 計
出 資 金

項　　　　　　目
差　　引

事　　業　　の　　主　　な　　内　　容
(A)－(B)

そ の 他

(△ 517,306)

(250,000)

国 庫
補 助 金

(617,444)

一 般 会 計
補 助 金

(582,556)

＜老朽化施設の改修等＞

駅舎施設設備の改修 8,078百万円

○耐震改修工事（南北線シェルターの工事、南車両基地の設計等） ・・・・・・・・3,284百万円

○EV・ES更新工事 ・・・・・・・・906百万円 ○東豊線空調換気給排水設備改良工事 692百万円

○自動出改札装置等更新 ・・・・・625百万円 ○南北線さっぽろ駅改良事業 ・・・・214百万円

○すすきの駅リフレッシュ改修工事 126百万円

電力・通信施設設備の改修 5,042百万円

車両・工場機器設備の改修等 2,796百万円

○東西線8000形車両表示器更新（多言語対応）・・・74百万円

＜老朽化施設の改修等＞

駅舎施設設備の改修 5,131百万円（R4年度当初予算からの繰越：2,032百万円）

○耐震改修工事（南北線シェルター、南車両基地の工事等） ・・・・・・・・・・・1,412百万円

（Ｒ４当初予算からの繰越 ・・・・・・・・・・・・2,032百万円）

○EV・ES更新工事 ・・・・・・・788百万円 ○すすきの駅リフレッシュ改修工事 ・・ 729百万円

○南北線さっぽろ駅改良事業 ・・428百万円 ○東豊線空調換気給排水設備改良工事 ・ 203百万円

○照明設備・電灯分電盤更新 ・・122百万円

電力・通信施設設備の改修 3,339百万円（R5年1定補正からの繰越：408百万円）

○案内表示設備更新工事 ・・・・・R5年：0円（Ｒ５年１定補正からの繰越 ・・・・・・408百万円）

車両・工場機器設備の改修等 3,408百万円

○東西線8000形車両表示器更新（多言語対応）・・・97百万円

＜その他＞ 374百万円

○旅客用トイレ改良工事（トイレの洋式化）・・・・・・・・236百万円

○ホーム案内板の更新（多言語対応）・・・・・・・・・・・ 62百万円

○東西線大通駅吊下げ電照標識改修工事（多言語対応）・・・ 55百万円

○駅出入口電照標識更新工事（多言語対応）・・・・・・・・ 21百万円

地 下 鉄
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高速電車事業会計

３　主 要 事 業（イメージ図）

【更新スケジュール】※東豊線全駅は平成27年度までにＬＥＤ化・２言語標記対応済

【主な改修内容】

〇１期工事（既存車庫棟・出入庫棟解体、新工場棟ほか新築）：Ｒ５－９

〇２期工事（既存工場棟・出入庫棟解体、新車庫棟ほか新築）：Ｒ９－１１

〇３期工事（既存車庫棟・出入庫棟耐震改修、長寿命化に向けた屋上防水等の保全工事）：Ｒ１２－１５

【南車両基地改築ほか工事】 【案内表示設備更新工事】

既存車庫棟 新工場棟建設場所

既存工場棟 新車庫棟建設場所

１期解体範囲３期耐震範囲

既存車庫棟 既存出入庫棟 【更新前：ホーム】 【更新後：ホーム】

地 下 鉄

【更新内容】

〇ＬＣＤ（液晶）化による視認性向上及び情報内容の充実

〇インバウンド対応を考慮し、５言語表記（日、英、簡体、繁体、韓）

〇ＣＵＤ（カラーユニバーサルデザイン）認証の取得

〇旅客サービス向上のため、コンコースにも新設

令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度

南北線 大通駅
（計４駅）

大通駅
（計８駅） （計10駅）
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４　過去５年間の傾向

〔23年度決算(高速)〕

593

 ※　表中の数字は、各係数ごとの四捨五入で表示している。

(2) 路線別の１日平均乗車人員の推移(1) １日平均乗車人員及び年間乗車料収入(税込）

(4) 企業債（借入額・償還額・残高）(3) 経常収支（税抜）

415

306 329
374 394

620

446 479

540 554

0

100

200

300

400

500

600

700

800

0

100

200

300

400

500

600

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

年間乗車料収入

１日平均乗車人員

乗車料収入(億円) 人員(千人)

87

▲ 10

22
28

54

▲ 60

▲ 30

0

30

60

90

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

(億円)

78

184 171 154
107

261 250 218 188 186

2,429
2,363 2,317 2,283

2,203

1,600

1,800

2,000

2,200

2,400

2,600

2,800

3,000

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

借入額
償還額
残高

借入額・償還額(億円) 残高(億円)

231

159
170

195 197

239

182

195

216
226

150

106
113

130 130

100

120

140

160

180

200

220

240

260

R元 R2 R3 R4予算 R5予算

南北線

東西線

東豊線

(千人)
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